






明
治
七
年
の
「
地
名
台
帳
」

を
見
る
と
、
山
浦
に
は
八
十
七

の
小
字
名
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
十
九
で
す
か
ら
、

そ
の
当
時
の
約
五
分
の
一
に
整

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
い
地
名

を
見
て
い
る
と
大
変
興
味
を
か

き
立
て
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
い
つ
の
時
代
に
施
行

さ
れ
た
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
一
ノ
坪
・
四
ノ
坪
・
中

（
七
）
ノ
坪
な
ど
で
条
里
制
に

ち
な
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
地

名
が
あ
り
ま
す
。
田
ん
ぼ
を
区

画
し
順
に
数
字
で
呼
ん
で
い
く

た
め
、
こ
の
よ
う
な
地
名
に
な

り
ま
す
。

城
郭
に
ち
な
む
と
思
わ
れ
る

字
名
は
数
多
く
、
例
え
ば
櫓

（
や
ぐ
ら
）
ノ
下
や
化
粧
田
、

城
ノ
越
、
鍛
冶
坊
、
新
町
、
高

土
居
、
箒
（
ほ
う
き
）
土
居
、

龍
ノ
頭
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
新

町
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
戦
国
時
代
終
わ
り

ご
ろ
に
筑
紫
氏
が
造
っ
た
城
下

町
の
こ
と
で
、
そ
の
当
時
の
新

し
い
町
と
い
う
意
味
で
す
。

化
粧
田
は
武
将
の
娘
な
ど
が

嫁
に
来
た
時
の
化
粧
代
、
つ
ま

り
持
参
金
の
代
わ
り
に
な
っ
た

田
ん
ぼ
の
こ
と
で
す
。

鍛
冶
（
か
じ
）
坊
は
鍛
冶
屋

の
こ
と
で
す
。
戦
を
す
る
際
に

は
鉄
製
武
具
、
と
り
わ
け
鏃

（
や
じ
り
）
は
大
量
に
い
る
必

需
品
で
す
し
、
開
墾
す
る
際
に

も
鉄
製
農
具
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
鍛
冶
屋
は
城
館

市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
（
第
３
回
）

ム
ラ
の
成
り
立
ち
や
歴
史
を
調
査
②

市
で
は
現
在
、
鳥
栖
市
誌
の
第
三
巻
「
中
世
・
近
世
編
」
の
編
集
作
業
に
取
り

掛
か
っ
て
い
ま
す
。
調
査
・
執
筆
に
は
文
献
、
城
館
、
社
寺
な
ど
を
含
め
た
各
分

野
の
委
員
が
あ
た
り
、
鳥
栖
市
全
体
の
歴
史
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
在
の
町
区

に
つ
な
が
る
集
落
の
成
り
立
ち
や
歴
史
に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
市
誌
編
さ
ん
だ
よ
り
」
で
は
九
月
一
日
号
に
引
き
続
き
、
委
員
が

「
山
浦
」
に
つ
い
て
調
べ
、
執
筆
し
て
い
る
こ
と
を
引
用
・
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ

の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
市
誌
編
纂
係
（
1
85
・
３
５
４
８
）
へ
。
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の
重
要
な
地
位
を
占
め
ま
す
。

土
居
は
多
く
は
土
塁
を
意
味

し
、
龍
（
館
）
ノ
頭
は
前
回
の

曽
根
崎
と
同
様
、
居
館
に
ち
な

む
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
字
名

は
、
現
在
は
残
っ
て
な
い
た
め

ど
こ
な
の
か
不
明
で
す
。

寺
院
や
宗
教
に
伴
う
地
名
も

多
く
あ
り
ま
す
。
庵
ノ
前
・
道

庵
・
円
王
寺
・
順
礼
・
寺
山
な

ど
で
す
。
牛
石
・
牛
ノ
尾
・
桃

ノ
尾
な
ど
も
信
仰
に
伴
う
地
名

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
地
名
の
傾
向

は
、
山
中
や
山
麓
下
の
い
わ
ゆ

る
「
里
山
」
と
呼
ば
れ
る
地
帯

に
も
み
ら
れ
ま
す
。
河
内
・
神

辺
・
牛
原
・
平
田
・
立
石
地
区

な
ど
で
す
。

鳥
栖
地
域
は
九
州
の
東
西
・

南
北
の
交
差
点
に
あ
た
る
た

め
、
南
北
朝
時
代
以
降
、
城

柵
・
砦
・
山
城
が
各
所
に
つ
く

ら
れ
、
そ
れ
ら
に
伴
う
さ
ま
ざ

ま
な
施
設
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

神
社
や
寺
院
の
宗
教
施
設
も
そ

の
一
つ
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

宗
教
に
ち
な
む
地
名
が
多
い
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の

が
、
九
千
部
山
を
東
端
と
す
る

脊
振
山
地
一
帯
に
は
、
山
岳
修

験
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
宗

教
施
設
・
地
名
が
多
く
み

ら
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
中
国
に
渡
る
僧
侶
が
船

待
ち
を
し
て
い
る
間
、
脊

振
山
地
内
で
修
行
し
て
い

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
お

茶
の
発
祥
地
と
し
て
有
名

な
霊
仙
寺
付
近
の
石
上
坊

な
ど
、
修
行
す
る
僧
侶
の

庵
が
脊
振
山
に
は
千
カ
所

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
鳥
栖
地
域
の
四
阿
屋
神
社

に
も
た
く
さ
ん
の
坊
が
あ
っ
た

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

「
牛
ノ
尾
」
別
当
と
よ
ば
れ
る

社
僧
が
い
た
こ
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

集
落
の
北
に
通
称
「
寺
山
」

と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
所
に
、
現
在
は
集

落
の
中
心
に
あ
る
浄
土
真
宗
金

蔵
寺
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

金
蔵
寺
の
起
源
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
昔
は
円
成
寺
（
え
ん

じ
ょ
う
じ
）
と
呼
ば
れ
、
明
暦

元
年
（
一
六
五
五
）
浄
土
真
宗

に
改
宗
し
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
円
王
寺
と
い
う
似
た
地
名

も
昔
は
あ
り
ま
し
た
。

寺
山
は
標
高
九
十
六
ｍ
の
丘

陵
で
二
つ
の
頂
き
を
も
ち
、
平

面
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
形
を
し
て
い
ま

す
。
北
斜
面
一
帯
に
五
〜
六
条

の
竪
堀
や
土
塁
・
堀
切
・
曲
輪

（
く
る
わ
）
な
ど
の
、
通
常
、

城
郭
跡
に
み
ら
れ
る
遺
構
が
認

め
ら
れ
、
こ
こ
を
調
査
し
た
城

郭
の
専
門
家
は
城
郭
跡
で
あ
ろ

う
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

南
側
の
田
ん
ぼ
か
ら
は
過
去

の
発
掘
調
査
で
、
鎌
倉
時
代
前

期
の
土
器
や
貿
易
で
手
に
入
れ

た
陶
磁
器
類
と
、
室
町
時
代
後

半
の
生
活
遺
物
類
や
石
塔
な
ど

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

城
郭
は
室
町
時
代
後
半
の
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
武
士

の
名
前
が
、
文
献
上
に
出
て
く

る
の
で
し
ょ
う
か
？
最
初
に
文

献
に
登
場
す
る
の
は
、
建
久
六

年
（
一
一
九
五
）
の
『
大
友
親

能
下
知
状
』
と
い
う
文
書
の
中

に
出
て
く
る
、
守
護
所
大
番
役

「
山
浦
三
郎
」
の
名
前
で
す
。

こ
の
武
士
は
地
名
を
そ
の
ま
ま

苗
字
と
し
て
い
ま
す
。

次
は
一
五
〇
年
ほ
ど
後
、

『
歴
代
鎮
西
要
略
』『
北
肥
戦
誌
』

の
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
の

記
事
に
も
、「
肥
前
国
住
人
・

山
浦
定
恵
坊
」
そ
し
て
「
原
口

十
郎
（
三
郎
）」
の
名
前
が
出

て
き
ま
す
。
同
じ
頃
の
別
の
文

書
に
「
肥
前
国
山
浦
・
原
口
田

地
四
町
　
原
口
十
郎
（
三
郎
）」

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
山
浦
・
原

口
と
い
う
苗
字
の
武
士
が
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
関
係

は
現
在
の
と
こ
ろ
分
か
り
ま
せ

ん
。
山
浦
と
い
う
苗
字
は
、
現

在
は
山
浦
に
は
残
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
原
口
は
金
蔵
寺
住
職
一

軒
が
こ
の
苗
字
で
す
。

正
平
五
年
（
一
三
五
〇
）
に

は
、
山
浦
村
の
一
部
が
、
大
宰

府
天
満
宮
安
楽
寺
領
に
寄
進
さ

れ
て
い
ま
す
。
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
に
、
宮
ノ
下

（
山
都
町
の
南
西
方
向
）
に
あ

っ
た
天
満
宮
が
、
山
浦
八
幡
宮

に
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

寄
進
さ
れ
た
の
は
こ
の
付
近
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

山
浦
八
幡
宮
は
立
派
な
参
道

と
鎮
守
の
森
を
持
っ
た
大
き
な

お
宮
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
縁

起
・
記
録
が
伝
わ
っ
て
い
な
い

た
め
、
い
つ
頃
、
何
を
願
っ
て

勧
請
さ
れ
て
き
た
の
か
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
曽
根

崎
と
同
様
、
鎌
倉
時
代
の
初
め

頃
か
ら
武
士
が
い
た
よ
う
で
す

か
ら
、
こ
の
頃
に
勧
請
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

円成寺という名前であったとの伝承をもつ
金蔵寺

立派な参道と鎮守の森を持つ山浦八幡宮









重複受診とは同じ病気で同じ診療
科目の複数の医療機関に同じ月内に
受診することで、頻回受診とは同じ
病気で同じ月内に同じ診療科目を多
数受診することです。
重複受診は、検査や処置がやり直

しとなり、医療費が多くかかるばか
りでなく、重複して投薬を受けるこ
とで薬害の問題が生じる可能性があ
ります。
市では重複受診者や頻回受診者に

看護師の訪問指導を行っています
（※透析患者等を除く）。対象は重複
受診者が同じ月内に３カ所以上受診
した人、頻回受診者が同じ月内に同

じ診療科目を４カ所以上、診療を20
日以上受けた人です。
看護師が対象者の自宅を訪問し、

家庭生活の中での健康管理や正しい
医療の受け方、食事療法、運動療法
などについてアドバイスします。
この訪問指導を行った結果、昨年

度は重複受診者の診療日数が全体で
74日減りました（入院を除く）。

短期間で体を一斉に検査すること
を人間ドック、脳についていろいろ
な検査をすることが脳ドックです。
我が国における死亡原因は「がん」

「脳血管疾患」「心臓疾患」などの生
活習慣病が上位を占めています。こ

れらの病は初期に自覚症状が無いこ
とが多いので、発見や予防のために
総合的な健康診断が必要となります。
人間ドック・脳ドック検診を受診

すると、病気の早期発見はもちろん、
自分の体の状態を知り、より健康的
に暮らすことができます。
市では老人保健該当者を除く40歳
以上の国民健康保険被保険者を対象
に、医療機関に委託して人間ドッ
ク・脳ドック検診に助成を行ってい
ます（本年度については定員に達し
ましたので、受け付けを終了しまし
た）。生活習慣病は50歳前後から発症
する人が多い病気です。定期的に人
間ドック・脳ドック検診を受けて病
気の予防、早期発見、早期治療に努
めましょう。

国民健康保険制度は、市民の皆さんに必要な医療を提供し、すこやか
で安心できる生活を送るための基盤として重要な役割を果たしています。
前回10月１日号では「かかりつけ医」の役割と重要性を紹介しました。
今回は、医療費適正化事業の大きな柱である「重複・頻回受診者訪問
指導」「人間ドック・脳ドック検診事業」についてお知らせします。
詳しくは国保年金課（185-3582）へ。

佐賀県国保連合会のマスコット「元気くん」
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「
毎
年
、
何
か
一
つ
を
成
し

遂
げ
よ
う
と
目
標
を
立
て
て
い

ま
す
。
今
年
は
職
場
の
先
輩
の

勧
め
も
あ
っ
て
、
絵
本
を
書
く

こ
と
に
決
め
ま
し
た
」

保
育
士
と
し
て
市
内
の
保
育

園
に
勤
務
し
な
が
ら
、
こ
の
ほ

ど
絵
本
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
し
た
。

村
山
さ
ん
が
書
い
た
絵
本

「
こ
と
り
の
ち
る
み
る
」
は
、

主
人
公
の
飛
べ
な
い
小
鳥
「
ち

る
み
る
」
が
木
の
葉
や
石
を
自

分
の
身
体
に
付
け
て
飛
ぼ
う

と
、
奮
闘
す
る
物
語
で
す
。
原

画
は
色
画
用
紙
を
使
っ
て
の
張

り
絵
で
、
Ａ
５
判
、
全
三
十
一

ペ
ー
ジ
。
丸
い

小
鳥
た
ち
が
何

と
も
愛
ら
し

く
、
温
か
い
雰

囲
気
に
包
ま
れ

た
絵
本
で
す
。

「
頑
張
っ
て
努
力
を
重
ね
て

い
る
人
の
姿
は
、
必
ず
誰
か
が

見
て
い
る
し
、
知
っ
て
い
る
。

『
努
力
は
報
わ
れ
る
』
と
い
う

こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
」

物
事
を
始
め
た
ら
、
没
頭
す

る
タ
イ
プ
。
年
が
明
け
る
と
す

ぐ
に
製
作
活
動
に
入
り
、

仕
事
を
終
え
た
後
か
ら
連

日
五
時
間
以
上
作
業
に
掛

か
り
ま
し
た
。

夕
食
も
食
べ
ず
に
作
業

し
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど

で
、
わ
ず
か
三
カ
月
で
作

り
上
げ
ま

し
た
。

二
十
一

歳
の
と

き
、
ア
ク
リ
ル

絵
の
具
を
使
っ

た
創
作
活
動
を
開
始
。早
く
も
、

そ
の
年
に
市
立
図
書
館
で
個
展

を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
市

内
は
も
と
よ
り
福
岡
市
内
な
ど

で
三
回
開
催
し
、
精
力
的
に
創

作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

来
年
三
月
に
は
、
市
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
絵
や
ガ
ラ
ス
の
ペ

ン
ダ
ン
ト
、
モ
ビ
ー
ル
な
ど
五

十
点
を
展
示
す
る
個
展
を
開
く

予
定
で
す
。

「
絵
本
製
作
に
関
す
る
ア
イ

デ
ア
は
、
す
べ
て
趣
味
の
散
歩

の
時
に
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。
散

歩
し
て
、
ひ
ら
め
き
が
あ
れ
ば

次
作
に
挑
戦
し
た
い
で
す
」

フ
ロ
リ
ダ
に
住
ん
で
三
十
五

年
が
た
ち
、
す
っ
か
り
フ
ロ
レ

デ
ィ
ア
ン
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

渡
米
し
て
す
ぐ
に
就
職
し
た

保
険
会
社
で
、
十
年
前
か
ら
始

ま
っ
た
リ
ス
ト
ラ
に
も
あ
わ

ず
、
勤
続
三
十
余
年
に
な
り
ま

し
た
。
子
育
て
、
仕
事
、
学
校

と
本
当
に
夢
中
で
忙
し
か
っ
た

二
十
数
年
。
今
は
、
の
ん
び
り

と
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
一
人
暮

ら
し
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ド
ー
の
池
に
今
年
は
ワ

ニ
が
来
な
か
っ
た
の
で
、
ア
ヒ

ル
の
赤
ち
ゃ
ん
が
全
部
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は

珍
し
く
カ
ワ
ウ
ソ
の
親
子
が
来

て
い
ま
す
。
リ
ス
も
た
く
さ
ん

い
て
、
普
段
は
静
か
で
と
て
も

い
い
所
で
す
が
、
七
月
は
カ
エ

ル
が
う
る
さ
い
で
す
。

健
康
が
一
番
と
、
週
十
五
マ

イ
ル
の
ウ
オ
ー
ク
、
二
回
の
水

泳
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

経
済
状
態
が
良
く
な
り
、
日

本
と
米
国
の
距
離
も
す
ご
く
近

く
な
っ
て
、
帰
国
も
大
分
楽
に

な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち

の
小
さ
い
頃
は
大
変
で
し
た
。

年
を
と
る
に
つ
れ
て
、
日
本

が
恋
し
く
な
り
ま
す
。

実
家
の
二
階
の
窓
か
ら
く
っ

き
り
と
み
え
た
九
千
部
山
、
田

代
公
園
の
桜
、
ア
ジ
サ
イ
の
咲

き
乱
れ
た
背
振
の
山
、
秋
の
も

み
じ
、
で
も
何
と
い
っ
て
も
一

番
懐
か
し
い
の
は「
た
べ
も
の
」

で
す
。

四
季
の
な
い
フ
ロ
リ
ダ
は
、

ち
ょ
っ
と
も
の
足
り
な
い
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
大
西
洋
は

真
っ
青
で
、
ビ
ー
チ
は
ど
こ
ま

で
も
白
く
広
く
て
、
素
敵
な
所

で
す
。



鳥
栖
市
民
劇
団
は
演
劇
を
通

し
て
鳥
栖
の
街
を
盛
り
上
げ
た

い
、
こ
の
街
に
誇
り
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

立
ち
上
げ
ら
れ
た
劇
団
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
一
歳
か
ら
七
十

歳
代
ま
で
の
男
女
約
六
十
人
。

一
年
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
公
演

を
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
市
民
文
化
祭
の
最

終
日
の
十
一
月
十
二
日
、
午
後

六
時
半
か
ら
の
市
民
文
化
会
館

で
の
公
演
に
向
け
て
猛
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

今
回
上
演
す
る
作
品
は
「
菊

の
道
」。
元
禄
時
代
に
日
本
で

初
め
て
の
女
性
に
よ
る
俳
諧
撰

集
「
菊
の
道
」
を
出
版
し
た
、

対
馬
領
田
代
の
女
流
俳
人
・
寺

崎
紫
白
女（
て
ら
さ
き
し
は
く
）

を
題
材
に
し
た
物
語
で
す
。

鳥
栖
と
文
学
の
つ
な
が
り
を

こ
の
作
品
を
き
っ
か
け
に
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。若

い
劇
団
員
が
た
く
さ
ん
出

演
し
ま
す
。
俳
人
を
題
材
に
し

て
い
ま
す
が
、
笑
い
あ
り
、
涙

あ
り
、感
動
あ
り
の
舞
台
で
す
。

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
江
崎
（
1

０
９

０
・
９
４
９
９
・
９
５
６
５
）

へ
。

◆
紹
介
者
は
江
崎
幸
代
さ
ん

（
上
の
写
真
前
列
左
端
）
で
す
。

一
級
和
裁
技
能
士
の
塩
田
喜

代
美
さ
ん
（
村
田
町
）
が
講
師

と
し
て
旭
公
民
館
で
行
っ
て
い

る
「
裁
縫
子
ど
も
教
室
」
を
紹

介
し
ま
す
。

こ
の
教
室
は
日
本
の
伝
統
技

術
で
あ
る
「
和
裁
」
の
継
承
と
、

親
子
で
の
触
れ
合
い
を
目
的

に
始
め
ら
れ
、
子
ど
も
十
六

人
の
ほ
か
、
保
護
者
や
地
域

住
民
が
参
加
し
て
、
楽
し
く

「
和
裁
」
を
学
ん
で
い
ま
す
。

今
ま
で
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
ケ
ー
ス
な
ど
の
小
物

づ
く
り
や
浴
衣
の
着
付
け
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
今
は
、

お
正
月
に
向
け
て
「
屠
蘇
飾

り
」
作
り
に
挑
戦
中
で
す
。

こ
の
教
室
に
参
加
す
る
中

島
一
翠
さ
ん
（
旭
小
三
年
、

儀
徳
町
）
と
田
中
乃

愛
さ
ん
（
同
一
年
、
村

田
町
）
は
「
作
っ
て
い

る
と
き
は
楽
し
く
、
完

成
す
る
と
う
れ
し
い
。

友
達
に
も
教
え
て
あ
げ

て
い
ま
す
」
と
口
を
揃

え
、
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
し

た
お
母
さ
ん
た
ち
は
「
子
ど
も

が
指
に
針
を
刺
し
て
心
配
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
よ

り
親
子
で
好
き
な
こ
と
に
取
り

組
む
の
は
楽
し
い
で
す
よ
」
と

教
室
の
魅
力
を
話
し
ま
し
た
。

和
裁
技
能
士
と
は
和
裁
に
関

す
る
国
家
資
格
。
一
〜
三
級
ま

で
の
別
が
あ
り
、
資
格
取
得
者

数
は
全
国
で
五
万
六
八
八
人
、

そ
の
う
ち
一
級
は
六
八
七
二
人

（
平
成
十
七
年
中
央
職
業
能
力

開
発
協
会
）
で

す
。
こ
の
よ
う

な
専
門
家
か
ら

技
術
を
教
え
て

も
ら
え
る
な
ん
て
、
少
し
ば
か

り
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
す
。

塩
田
さ
ん
は
「
も
の
創
り
の

感
性
は
若
い
と
き
に
養
わ
れ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
体
験
に
お

手
伝
い
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら

喜
ん
で
い
ま
す
」
と
、
日
本
の

伝
統
技
術
の
継
承
に
一
生
け
ん

命
で
す
。

「屠蘇飾り」作りに挑戦中

塩田喜代美さん



国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
民
税

な
ど
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保

険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場

合
は
、
今
年
１
年
間
に
納
付

（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た

国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で

す
。こ

の
た
め
、
生
命
保
険
会
社

な
ど
が
発
行
す
る
控
除
証
明
書

と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
は
が
き
）
が
、
社
会
保
険
庁

か
ら
毎
年
11
月
初
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

証
明
内
容
は
①
本
年
１
月
か

ら
10
月
２
日
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
国
民
年
金
保
険
料
額
②
年
内

に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の

納
付
見
込
額
で
す
。

納
付
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場
合

も
、
年
内
に
納
付
す
れ
ば
、
今

年
分
の
控
除
と
し
て
申
告
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金

に
加
入
し
た
場
合
や
10
月
３
日

以
降
に
本
年
初
め
て
保
険
料
を

納
付
す
る
人
は
、
翌
年
２
月
初

旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の
手
続
き
の
際
は
必
ず
こ
の
証

明
書
や
領
収
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
控
除
証
明
書
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
1

０
５
７
０
・

00
・
９
９
１
１
）
ま
た
は
佐
賀

社
会
保
険
事
務
所
（
1
０
９
５

２
・
31
・
４
１
９
１
）
へ
。

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
深
川
保
近
（
酒
井

西
町
、
亡
母
ク
ニ
ヱ
）
▽
宮
原

徳
雄
（
神
辺
町
、
亡
姉
酒
井
サ

カ
エ
）
▽
前
間
弘
敏
（
姫
方
町
、

亡
妻
カ
ズ
エ
）
▽
坂
井
玲
子

（
本
鳥
栖
町
、
亡
夫
允
）
▽
a

田
未
次
（
平
田
町
、
亡
妻
ミ
サ

子
）
▽
村
山
益
實
（
弥
生
が
丘
、

亡
妻
シ
ズ
コ
）
▽
松
隈
孝
司

（
同
、
亡
父
弘
）
▽
松
隈
洋
子

（
鎗
田
町
、
亡
夫
光
）
▽
久
保

彰
（
江
島
町
、
亡
母
愛
子
）
▽

水
田
哲
夫
（
本
町
、
亡
母
フ
ジ

エ
）
▽
柴
田
ミ
キ
エ
（
加
藤
田

町
、
亡
夫
良
水
）
▽
児
島
ミ
ツ

エ
（
同
、
亡
夫
和
信
）
▽
大
石

正
美
（
水
屋
町
、
亡
母
伊
都
子
）

▽
冨
康
征
子
（
今
泉
町
、
亡
夫

正
男
）
▽
冨
山
明
子
（
原
町
、

亡
父
大
山
貞
雄
）
▽
松
隈
キ
ミ

（
柚
比
町
、
亡
夫
政
行
）
▽
増

田
鎮
雄
（
村
田
町
、
亡
母
太
世

子
）

市
立
図
書
館

演
劇
道
場
有
限
会
社
（
代
表
・

玄
海
竜
二
）
▽
雑
巾
４
０
０
枚

…
鳥
栖
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
女
性

部
（
代
表
・
中
村
美
智
子
）

市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
２
万
円
（
福
祉
作

業
所
わ
か
ば
へ
指
定
）
…
匿
名

１
万
円

…
平
川
文
子
（
蔵
上
町
）
▽
１

万
９
３
６
１
円
…
弓
場
建
設

（
株
）
佐
賀
営
業
所
▽
１
万
円

…
樋
口
ト
エ
（
轟
木
町
）

水
道
課
で
は
計
量
法
に
基
づ

き
、
８
年
の
有
効
期
限
に
達
す

る
水
道
メ
ー
タ
ー
を
11
月
に
取

り
替
え
ま
す
。

な
お
、
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ

ク
ス
の
上
に
は
物
な
ど
を
置
か

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
付
近
の
草
木

を
切
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

11
月
の
日
程
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
詳
し
く
は
水
道
課

（
1
85
・
３
５
３
８
）
へ
。

14
日
（
火
）
高
田
町
、
真
木
町
、

東
町
、
京
町
、
田
代
昌
町
、
田

代
上
町
、
田
代
新
町

15
日
（
水
）
本
町
、
本
鳥
栖
町
、

商
工
団
地

16
日
（
木
）
今
泉
町
、
元
町
、

本
通
町
、
古
野
町
、
田
代
外
町
、

田
代
昌
町
、
田
代
大
官
町
、
原

町
、
松
原
町
、
蔵
上
一
丁
目
、

養
父
町
、
宿
町
、
桜
ヶ
丘
、
村

田
新
町
、
儀
徳
町

17
日
（
金
）
元
町
、
姫
方
町
、

幸
津
町
、
村
田
町

21
日
（
火
）
轟
木
町

「
フ
ッ
ペ
ル
平
和
祈
念
第
12

回
鳥
栖
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
二
次
予
選
・
本
選
が
10
月
７

日
か
ら
９
日
ま
で
市
民
文
化
会

館
と
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

一
次
予
選
に
合
格
し
た
95
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
各
部
門
の
入

賞
者
か
ら
選
ば
れ
た
特
別
賞
の

受
賞
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す

（
敬
称
略
）。

☆
特
別
賞

【
フ
ッ
ペ
ル
グ
ラ
ン
プ
リ
】
伊
藤

伸
（
東
京
都
）【
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

大
賞
】
伊
藤
伸
（
東
京
都
）

【
読
売
新
聞
西
部
本
社
賞
】
兼
重

優
子
（
東
京
都
）【
鳥
栖
市
長

賞
】
近
藤
亜
紀
（
東
京
都
）

【
東
洋
新
薬
特
別
賞
】
佐
藤
祐
介

（
福
島
県
）【
鳥
栖
市
教
育
長
賞
】

河
村
奈
美
（
山
口
県
）【
ジ
ュ

ニ
ア
大
賞
】
坂
本
リ
サ
（
福
岡

県
）【
こ
ど
も
大
賞
】
瀬
頭
薫

（
福
岡
県
）【
鳥
栖
市
民
賞
】
山

田
紘
子
（
鳥
栖
市
）

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

来
年
４
月
か
ら
の
保
育
所
の

入
所
申
し
込
み
を
12
月
１
日

（
金
）
か
ら
８
日
（
金
）
ま
で
、

こ
ど
も
育
成
課
（
1
85
・
３
５

５
２
）
と
各
保
育
所
で
受
け
付

け
ま
す
。

保
育
所
は
校
区
に
限
ら
ず
希

望
で
き
ま
す
。

現
在
入
所
中
で
、
来
年
度
も

引
き
続
き
入
所
を
希
望
す
る
人

は
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
（
た
だ
し
、
税
額
証
明
書

と
各
種
証
明
書
は
必
要
で
す
）。

ま
た
、
育
児
休
業
明
け
の
入

所
希
望
者
の
申
し
込
み
も
受
け

付
け
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

水
道
メ
ー
タ
ー
を
取
り
替
え
ま
す

像
画
、
書
籍
…
第
15
回
鳥
栖
中

学
校
卒
業
生
一
同
　
基
里
中
学

校
へ
▽
書
籍
…
鳥
栖
養
基
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長
・
宮
地

國
善
）

市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
▽
２
万
１
０
０
０
円
（
玄
海

竜
二
特
別
公
演
益
金
）
…
片
岡

」
肖

へ
▽
直
木
賞
作
家
「
原



11
月
９
日
（
木
）
か
ら
同
15

日
（
水
）
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
に
秋
季
火
災
予
防
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

「
消
さ
な
い
で
　
あ
な
た
の

心
の
　
注
意
の
火
。」
を
統
一

標
語
に
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消

防
事
務
組
合
と
鳥
栖
市
消
防
団

で
は
期
間
中
、
午
後
９
時
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
火
災
へ
の

注
意
を
促
す
と
と
も
に
、
市
内

を
巡
視
し
て
警
戒
・
指
導
に
あ

た
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

１
１
９
番
の
通
報
は
落
ち
着

い
て
正
確
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

◆
「
火
事
で
す
」「
救
急
で
す
」

と
は
っ
き
り
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
自
宅
の
場
合
は
住
所
、
世
帯

主
名
を
正
し
く
言
っ
て
く
だ
さ

い
。

◆
火
災
・
事
故
の
状
況
を
詳
し

く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
通
報
者
の
氏
名
と
連
絡
先
を

言
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、

で
き
る
だ
け
現
場
か
ら
移
動
し

な
い
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

火
災
・
災
害
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
は
、
災
害
案
内
（
1
０
１

８
０
・
９
９
９
・
５
５
５
）へ
。

「
平
成
19
年
版
さ
が
県
民
手

帳
」
を
販
売
し
ま
す
。

大
型
（
14
・
２
cm
×
９
・
０

cm
）
と
小
型
（
10
・
８
cm
×

７
・
５
cm
）の
２
種
類
が
あ
り
、

小
型
は
鉛
筆
付
き
で
す
。

価
　
格
●
大
型
６
５
０
円
▽
小

型
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
●
情
報
管
理
課

（
1
85
・
３
５
１
３
）

と
　
き
●
11
月
27
日
（
月
）
午

後
１
時
半
〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
中
央
公
民
館

内
　
容
●
①
概
要
説
明
②
ミ
ニ

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
介
護
の
本
質
」

問
い
合
わ
せ
●
放
送
大
学
佐
賀

学
習
セ
ン
タ
ー
（
1

０
９
５

２
・
22
・
３
３
０
８
）

鳥
栖
保
健
福
祉
事
務
所
で
は

原
爆
被
爆
者
二
世
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。

希
望
者
は
11
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
同
事
務
所
へ
申
し
込

み
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
料

は
無
料
で
、
受
診
期
間
は
２
月

28
日
ま
で
。

詳
し
く
は
同
事
務
所
（
1

83
・
３
５
７
９
）
へ
。

国
税
庁
な
ど
で
は
11
月
11
日

か
ら
17
日
ま
で
の
期
間
を
「
税

を
考
え
る
週
間
」
と
定
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
広
報
・
広
聴
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
少

子
・
高
齢
社
会
と
税
」。
こ
の

機
会
に
、
皆
さ
ん
も
税
の
意
義

や
役
割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
国
税
庁
で
は
「
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
）」
の
利
用
を
勧

め
て
い
ま
す
。
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
す
れ
ば
、
国
税
に
関
す
る

各
種
手
続
き
が
自
宅
や
オ
フ
ィ

ス
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
税
務

署
に
何
度
も
出
掛
け
る
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.e-

tax.nta.go.jp

）
ま
た
は
鳥
栖
税

務
署
（
1
82
・
２
１
８
５
）
へ
。

鳥
栖
市
と
三
養
基
郡
の
事
業

所
（
徴
収
義
務
者
）
を
対
象
に

年
末
調
整
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
き
ま
す
。

と
　
き
●
11
月
16
日
（
木
）
午

後
１
時
半
〜
同
３
時
半

と
こ
ろ
●
市
民
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
●
鳥
栖
税
務
署

（
1
82
・
２
１
８
５
）

放
送
大
学
説
明
会

原
爆
被
爆
者
二
世
健
康
診
断

秋
季
火
災
予
防
運
動

年
末
調
整
説
明
会

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日

さ
が
県
民
手
帳
を
販
売

税
を
考
え
る
週
間

市
は
10
月
１
日
付
で
、
交
通

安
全
指
導
員
を
田
代
地
区
の
山

本
弘
一
さ
ん
（
弥
生
が
丘
２
丁

目
）
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

同
指
導
員
は
、
各
地
区
で
園

児
や
児
童
の
通
園
・
通
学
時
の

街
頭
指
導
、
交
通
安
全
教
室
へ

の
協
力
な
ど
、
市
民
へ
の
交

通
安
全
思
想
の
普
及
と
交
通

事
故
防
止
の
た
め
に
活
動
し

ま
す
。
本
年
度
の
交
通
安
全

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
思
い
や
る

心
ひ
と
つ
で
　
事
故
は
ゼ

ロ
」「
反
射
材
　
あ
な
た
の

命
の
　
守
り
札
」「
手
を
上
げ

て
　
し
っ
か
り
見
よ
う
　
右

左
」。
皆
さ
ん
も
交
通
事
故
防

止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
建
設
課
管
理
係

（
1
85
・
３
５
９
８
）
へ
。

交
通
安
全
指
導
員
を
委
嘱

平
成
19
年
成
人
式

山本弘一さん



生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

食
と
健
康
の
ミ
ニ
講
座
「
う
ら

ら
ミ
ニ
カ
レ
ッ
ジ
」
を
下
表
の

と
お
り
開
き
ま
す
。

い
ず
れ
の
日
も
時
間
は
午
後

１
時
半
〜
同
３
時
で
、
会
場
は

保
健
セ
ン
タ
ー
。
受
講
希
望
の

人
は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
1
85
・

３
６
５
０
）
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

と
　
き
●
11
月
15
日
（
水
）
・

同
22
日
（
水
）
・
同
29
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

テ
ー
マ
●
11
月
15
日
＝
鳥
栖
の

近
現
代
経
済
▽
同
22
日
＝
不
思

議
の
国
？
イ
ギ
リ
ス
▽
同
29
日

＝
若
者
は
政
治
に
無
関
心
な
の

か
？

受
講
料
●
無
料

定
　
員
●
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
●
佐
賀
大
学
経
済
学

部
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

（
1
０
９
５
２
・
28
・
８
４
７

４
）
へ

昔
の
く
す
り
作
り
の
道
具

（
薬
研
）
を
使
っ
て
、
お
屠
蘇

を
作
り
ま
す
。

手
作
り
の
お
屠
蘇
で
新
年
を

迎
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
●
12
月
２
日
（
土
）
・

３
（
日
）
・
９
（
土
）
・
10
日

（
日
）
・
16
日
（
土
）
・
17
日

（
日
）。
時
間
は
午
前
の
部
＝
同

10
時
〜
、
午
後
の
部
＝
同
２
時

〜と
こ
ろ
●
中
冨
記
念
く
す
り
博

物
館

定
　
員
●
各
日
20
人
程
度

参
加
費
●
大
人
３
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
２
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
０
０
円
（
入
館
料
を

含
む
）

申
し
込
み
●
事
前
に
電
話
ま
た

は
直
接
、
同
博
物
館
（
1
84
・

３
３
３
４
）
へ

と
　
き
●
11
月
19
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
鳥
栖
・
三
養
基
西
部

溶
融
資
源
化
セ
ン
タ
ー
（
み
や

き
町
）

テ
ー
マ
●
人
に
も
自
然
に
も
気

持
ち
い
い
、
エ
コ
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル

講
　
師
●
ペ
オ
・
エ
ク
ベ
リ
さ

ん
（
環
境
保
護
活
動
家
）

定
　
員
●
80
人

参
加
料
●
無
料

申
し
込
み
●
鳥
栖
・
三
養
基
西

部
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
1

94
・
９
３
１
３
）
へ

対
象
者
●
育
児
・
介
護
の
理
由

で
退
職
し
た
人
な
ど

と
　
き
●
11
月
14
日
（
火
）
・

15
日
（
水
）
午
後
１
時
〜
同
４

時と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

テ
ー
マ
●
①
自
分
を
再
発
見

し
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
！

②
働
く
上
で
の
ス
ト
レ
ス
対
策

Z川秋彦さん尚子さんの長男

雄 大
ゆうだい

く ん
（３歳、藤木町）

●両親からひと言
強く優しく逞しく男らしく育
ってくれますように！

佐
賀
大
学
出
前
講
座
in
鳥
栖

う
ら
ら
ミ
ニ
カ
レ
ッ
ジ

食
と
健
康
の
ミ
ニ
講
座

第
４
回
環
境
セ
ミ
ナ
ー

手
作
り
お
屠
蘇
教
室

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

と　き●12月９日（土）・10日（日）
ところ●八丁島地区・天満神社（久留米市宮ノ陣町）
アクセス●西鉄甘木線「古賀茶屋」駅から徒歩８分
内　容●昔の人身御供を今に伝える行事で、子ども
の無病息災を願って行われます
問い合わせ●久留米市文化財保護課（130-9225）

大本山・善導寺の僧で箏曲の創始者・諸田賢順を
記念して開催する箏曲祭です。

と　き●12月３日（日）午前９時半～午後５時半
ところ●石橋文化ホール（久留米市野中町）
アクセス●西鉄バス「文化センター前」下車すぐ
内　容●午前の部＝新人箏曲家が腕を競う「全国箏
曲コンクール」、入場無料▽午後の部＝一流の箏曲
家による「特別演奏会」、入場料1,000円

問い合わせ●久留米市市民文化振興課（130-9224）

と　き●11月４日（土）午前10時～午後３時
ところ●小郡運動公園
アクセス●西鉄「大保」駅から徒歩15分、甘木鉄道
「大板井」駅から徒歩20分
内　容●スピードガン測定、おもしろ工作塾、グラ
ウンドゴルフ体験、ストラックアウトゲームなど
問い合わせ●財団法人小郡市公園ふれあい公社
（175-2373）

クロスロード
クロスロード

クロスロード

クロスロード

市
で
は
平
成
19
年
成
人
式
を

次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

市
外
に
住
民
票
を
移
し
、
鳥

栖
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望

す
る
人
は
生
涯
学
習
課
（
1

85
・
３
６
９
４
）
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

対
　
象
●
昭
和
61
年
４
月
２
日

か
ら
同
62
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

と
　
き
●
来
年
１
月
７
日
（
日
）

午
後
１
時
半
〜

と
こ
ろ
●
市
民
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル

交
通
安
全
指
導
員
を
委
嘱

平
成
19
年
成
人
式



高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
同
相
談
室
（
1

85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決
定
済

み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎
ピ
ッ
キ
ン
グ
及
び
仕
分
け

（
藤
木
町
）
…
年
齢
不
問
、
時

給
７
０
０
円

◎
店
員
（
蔵
上
町
）
…
年
齢
不

問
、
時
給
６
４
０
〜
７
２
０
円

◎
患
者
介
護
送
迎
（
轟
木
町
）

…
50
〜
65
歳
、
時
給
８
０
０
円

◎
介
護
員
（
曽
根
崎
町
）
…
年

齢
不
問
、
時
給
７
５
０
円

◎
魚
介
類
加
工
販
売
（
蔵
上
町
）

…
年
齢
不
問
、
時
給
７
０
０
〜

８
０
０
円

◎
調
理
員
補
助
（
神
辺
町
）
…

年
齢
不
問
、
時
給
６
５
０
〜
７

０
０
円

高
齢
者
就
職
情
報 

高
年
齢
者
就
職
情
報 

募
集
人
員
●
20
人

参
加
費
●
無
料

申
し
込
み
●
11
月
７
日
（
火
）

ま
で
に
（
財
）
21
世
紀
職
業
財

団
佐
賀
事
務
所
（
1

０
９
５

２
・
28
・
４
６
２
１
）
へ

と
　
き
●
12
月
５
日
（
火
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

相
談
員
●
児
童
福
祉
司
・
心
理

判
定
員

申
し
込
み
●
11
月
22
日
（
水
）

ま
で
に
こ
ど
も
育
成
課
（
1

85
・
３
５
５
２
）
へ

対
　
象
●
母
子
家
庭
、
寡
婦
、

父
子
家
庭

と
　
き
●
11
月
17
日
（
金
）
午

後
１
時
〜
同
３
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
２
階
第
１
会

議
室

相
談
員
●
弁
護
士

相
談
料
●
無
料

相
談
内
容
●
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
財
産
分
与
、
配
偶
者
の
事

故
死
補
償
、
遺
産
相
続
な
ど

申
し
込
み
●
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
1
０
９
５
２
・
24
・
０

０
６
４
）
へ

法
務
省
で
は
、
女
性
が
気
軽

に
相
談
で
き
る
専
用
の
電
話
相

談
窓
口
を
設
け
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

と
　
き
●
11
月
13
日
（
月
）
か

ら
11
月
19
日
（
日
）
ま
で
、
午

前
８
時
半
〜
午
後
７
時
半
。
た

だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

電
話
番
号
●
０
５
７
０
・
０
７

０
・
８
１
０

相
談
内
容
●
女
性
を
巡
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題

と
　
き
●
毎
週
水
曜
日
、
午
前

９
時
半
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館
（
第

２
・
４
水
曜
日
は
市
役
所
２
階

第
１
会
議
室
）

相
談
員
●
民
生
委
員
・
児
童
委

員問
い
合
わ
せ
●
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
1
85
・
３
４
５
５
）

と
　
き
●
11
月
11
日
（
土
）
午

前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
若
楠
療
育
園

内
　
容
●
子
育
て
の
悩
み
や
発

達
に
遅
れ
が
あ
る
子
ど
も
の
療

育
に
つ
い
て

相
談
員
●
臨
床
心
理
士

申
し
込
み
●
予
約
制
。
同
園

（
1
83
・
１
１
２
１
）
へ

と
　
き
●
11
月
18
日
（
土
）
午

後
１
時
半
〜
同
５
時
半

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

内
　
容
●
講
演
＝
演
題
「
伝
え

よ
う
！
未
来
の
子
供
た
ち
に
」

講
師
・
山
下
邦
明
九
州
大
学
教

授
▽
ユ
ネ
ス
コ
出
前
講
座
「
い

の
ち
の
大
切
さ
を
考
え
る
」
講

師
・
草
場
一
壽
さ
ん
（
陶
彩
画

家
）
▽
青
少
年
の
ユ
ネ
ス
コ
活

動
報
告
な
ど

問
い
合
わ
せ
●
佐
賀
ユ
ネ
ス
コ

協
会
事
務
局
（
1
０
９
５
２
・

23
・
８
８
５
６
）

と
　
き
●
11
月
18
日
（
土
）
午

後
５
時
〜

と
こ
ろ
●
南
部
地
区
共
同
乾
燥

施
設
（
安
楽
寺
町
）

内
　
容
●
弦
楽
四
重
奏
や
若
木

太
鼓
、
農
産
物
即
売
、
も
ち
ま

き
、
抽
選
会
な
ど

入
場
料
●
無
料

問
い
合
わ
せ
●
JA
さ
が
東
部
鳥

栖
支
所
（
1
82
・
３
１
２
１
）

と
　
き
●
11
月
18
日
（
土
）
午

前
９
時
半
〜
午
後
４
時
▽
19
日

（
日
）
午
前
９
時
半
〜
午
後
３

時と
こ
ろ
●
麓
刑
務
所

内
　
容
●
被
収
容
者
の
文
芸
作

品
展
示
、
性
格
診
断
、
所
内
見

学
、
作
業
製
品
展
示
即
売
な
ど

問
い
合
わ
せ
●
麓
刑
務
所
（
1

82
・
２
１
２
１
）

■230形268号蒸気機関車
一般公開
11月12日（日）午後１時～

同３時、ＪＲ鳥栖駅東・蒸気
機関車展示場（虹の橋横）。当
日は九州鉄道ＯＢ会鳥栖支部
会員が230形268号蒸気機関車
について説明します。詳しく
は総務課（185-3506）へ。

■福祉住環境整備無料相談
11 月 11日（土）・ 12日

（日）・25日（土）・26日
（日）、トスパレス。時間は午
前11時～午後４時。住環境全
般について福祉や建築の専門
家が相談に応じます。詳しく
はNPO法人イーネームプラッ
トフォーム（187-4024）へ。

■人形劇「バーレルセルの
森にて」
11月15日（水）午後６時半
～、市民文化会館。参加費は、
大人1500円、４歳～高校生
1000円、親子2000円（当日は
それぞれ200円増し）。詳しく
はNPO法人ぽっぽ・わーるど
（183-7415）へ。

■園芸作品展示会
11月18日（土）・19日（日）
の午前10時～午後６時（※19
日は午後３時まで）、市立図書
館。寒蘭、万年青、盆栽の作
品を合同展示します。詳しく
は古賀（182-0055）へ。

■幼児教育研究発表会
11月26日（日）午後１時～、
市民文化会館。入場無料。詳
しくは九州龍谷短期大学保育
学科（185-1121）へ。

■職業訓練受講生を募集
佐賀職業能力開発促進セン
ターでは再就職のため技能習
得を希望する人を対象に受講
生を募集しています。オフィ
スワーク・事務、建築情報オ
ペレーションの各科。希望者
は最寄りの公共職業安定所へ
11月６日までに応募書類を提
出してください。詳しくは同
センター（10952-26-9516）へ。

女
性
の
た
め
の
婦
人

福
祉
巡
回
法
律
相
談

心

理

相

談

全
国
一
斉
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

11
月
の
心
配
ご
と
相
談

第
20
回
ふ
も
と
矯
正
展

第
10
回
田
園
コ
ン
サ
ー
ト

児
童
相
談
所
巡
回
相
談

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
・
ユ
ネ
ス
コ

活

動

研

究

会





今
ま
で
、
勝
尾
城
下
町
に
関

わ
る
城
郭
愛
好
者
や
研
究
団
体

に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
団
体
と
の
交
流
を

通
じ
て
勝
尾
城
は
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
勝
尾
城
下
町
は
本
年

一
月
二
十
六
日
、
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
史
跡

指
定
に
つ
い
て
は
遺
跡
の
重
要

性
と
い
う
観
点
か
ら
、
専
門
の

先
生
方
に
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

そ
の
一
人
に
東
京
大
学
名
誉

教
授
・
故
石
井
進
先
生
が
お
ら

れ
ま
す
。

来
鳥
さ
れ
た
の
は
十
年
ほ
ど

前
の
こ
と
で
、
当
時
先
生
は
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
館
長
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
冬
の
寒
い

日
で
し
た
が
勝
尾
城
を
見
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
総
構
え
の
空

堀
、
新
町
町
屋
、
葛
籠
城
、
館

な
ど
を
案
内
し
ま
し
た
。
全
体

を
見
学
し
遺
跡
の
規
模
の
大
き

い
こ
と
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘

さ
れ
る
と
共
に
「
こ
れ
か
ら
ど

う
す
る
か
、
大
変
で
し
ょ
う
が

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

九
州
大
学
名
誉
教
授
・
川
添

昭
二
先
生
も
来
鳥
さ
れ
た
一
人

で
す
が
、
七
十
歳
半
ば
の
高
齢

で
あ
り
な
が
ら
、

新
町
や
館
な
ど
城

下
は
も
と
よ
り
勝

尾
本
城
ま
で
登
ら

れ
た
こ
と
に
は
驚

き
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
来

て
、
勝
尾
城
を
見

て
帰
ら
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
と

い
う
気
概
で
登
ら

れ
た
よ
う
で
、
そ

れ
だ
け
勝
尾
城
下

町
の
重
要
性
を
認

め
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
一
度
自
分
の

眼
で
、
遺
跡
を
確
認
し
た
い
と

い
う
想
い
に
溢
れ
て
い
た
様
子

が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

苦
し
い
腹
痛
を

ピ
タ
リ
と
止
め
る

赤
く
丸
い
粒
。

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
こ
の

く
す
り
は
「
赤
玉
」
と
い
う
名

で
今
も
広
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。「赤

」
は
、

焼
き
物
の
釉

薬
に
も
使
わ

れ
る
朱
砂

（
し
ゅ
し
ゃ
）

で
、「
玉
」
の

中
身
は
、
黄

柏
（
お
う
ば

く
）
や
大
黄

（
だ
い
お
う
）、

ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
な
ど
、
腹
痛

に
効
く
生
薬
で
す
。

速
く
よ
く
効
く
赤
玉
は
、
配

置
薬
を
詰
め
た
預
け
箱
の
中

に
、
風
邪
や
熱
の
薬
と
共
に
ぎ

っ
し
り
と
詰
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。古

く
か
ら
病
魔
を
払
い
、
生

命
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き

た
「
赤
」
の
色
。
丸
薬
を
赤
く

染
め
る
朱
砂
は
赤
色
硫
化
水
銀

と
呼
ば
れ
る
鉱
物
で
、
有
害
な

水
銀
が
含
ま
れ
る
た
め
、
最
近

で
は
使
わ
れ
な
く
な
り
ま
し
た

が
、「
赤
玉
」
が
失
わ
れ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昔
々
の
薬
屋
た
ち
の
熱
い
想

い
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
赤
い

粒
。
そ
の
心
は
、
今
も
確
か
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

腹ぐすり（赤玉） 

け い け つ い か い  

経 穴 彙 解  

腹ぐすり（赤玉） 

け い け つ い か い  

経 穴 彙 解  

勝尾城から出土した敷石

今
回
は
サ
ガ
ン
鳥
栖
の
守
備

の
要
、
空
中
戦
に
強
い
身
長
百

八
十
九
b
の
セ
ン
タ
ー
バ
ッ

ク
金
裕
晋
選
手
（
Ｄ
Ｆ
・
背
番

号
５
）
を
紹
介
し
ま
す
。

四
歳
年
上
の
お
兄
さ
ん
の
影

響
で
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
韓
国

の
釜
山
出
身
の
二
十
三
歳
。
Ｋ

リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
「
釜
山
ア
イ

パ
ー
ク
」
か
ら
一
年
間
の
期
限

付
き
で
移
籍
し
ま
し
た
。

「
常
に
一
生
懸
命
、
が
む
し

ゃ
ら
に
『
あ
の
選
手
は
が
ん
ば

っ
て
い
る
な
』
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
心
掛
け
て
プ
レ
ー
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
よ
う
に
気
迫
溢

れ
る
プ
レ
ー
で
サ
ガ
ン
の
ピ
ン

チ
を
救
っ
て
い
ま
す
。

「
も
う
少
し
日
本
語
が
分
か

る
よ
う
に
な
れ
ば
」
と
話
す
金

選
手
に
最
近
の
お
気
に
入
り
の

日
本
語
を
尋
ね
る
と
「
今
何
し

て
る
の
？
」
と
の
こ
と
。
よ
く

他
の
選
手
な
ど
に
声
を
掛
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

「
見
て
い
て
お
も
し
ろ
い
と

思
う
サ
ッ
カ
ー
を
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
足
を

運
ん
で
熱
い
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
」

守備の要

残り２試合

残り3試合



市
教
育
委
員
会
で
は
、
文

化
財
成
果
展
「
勝
尾
城
筑
紫

氏
遺
跡
と
戦
国
時
代
の
鳥

栖
」
を
開
き
ま
す
。

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た

勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡
を
中
心

に
鳥
栖
地
域
の
戦
国
時
代
を

紹
介
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

と
　
き
●
11
月
24
日
（
金
）

か
ら
30
日
（
木
）
ま
で
、
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
。
た
だ

し
、27
日
は
会
場
が
休
館
日
、

28
日
は
午
後
７
時
ま
で
、
30

日
は
午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ
●
市
立
図
書
館

内
　
容
●
勝
尾
城
筑
紫
氏
遺
跡

を
は
じ
め
市
内
の
戦
国
時
代
の

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
陶
磁
器
の

壺
や
食
器
類
、
甲
冑
の
破
片
、

火
縄
銃
の
弾
丸
な
ど
の
遺
物
、

写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示

問
い
合
わ
せ
●
同
委
員
会
生
涯

学
習
課
文
化
財
係
（
1
85
・
３

６
９
５
）

鳥
栖
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

「
キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｕ
」
が
、
山
口
県
で
開
か
れ

る
国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち
２

０
０
６
演
劇
祭
に
出
演
し
ま

す
。
演
目
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

「
虹
の
あ
ど
れ
す
」。

国
民
文
化
祭
と
い
う
大
舞
台

で
輝
く
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
11
月
11
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
同
４
時

と
こ
ろ
●
下
関
市
民
会
館

ア
ク
セ
ス
●
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
か
ら

徒
歩
５
分
▽
中
国
自
動
車
道

「
下
関
IC
」
か
ら
下
関
市
街
方

面
へ
車
で
15
分

入
場
料
●
無
料
。
た
だ
し
、
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ
●
下
関
市
市
民
文

化
課
（
1
０
８
３
２
・
31
・
４

６
９
１
）

国
民
文
化
祭
に
出
演

キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

Ｔ

Ｏ

Ｓ

Ｕ

市
教
育
委
員
会
で
は
「
勝
尾

城
筑
紫
氏
遺
跡
見
学
会
」
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。
当
日
は

鍋
料
理
の
無
料
配
布（
正
午
〜
）

と
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
（
先

着
１
０
０
人
）。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、

傷
害
保
険
料
と
し
て
10
円
が
必

要
で
す
。

と
　
き
●
11
月
26
日
（
日
）
①

午
前
10
時
〜
正
午
（
午
前
９
時

半
受
け
付
け
）
②
午
後
１
時
〜

同
３
時
（
午
後
０
時
半
受
け
付

け
）
※
小
雨
決
行

と
こ
ろ
●
四
阿
屋
神
社
前
駐
車

場
集
合

問
い
合
わ
せ
●
同
委
員
会
生
涯

学
習
課
（
1
85
・
３
６
９
５
）

※
当
日
は
市
役
所
宿
直
室
（
1

85
・
３
５
０
０
）
へ

国
民
文
化
祭
に
出
演

キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

Ｔ

Ｏ

Ｓ

Ｕ

国
民
文
化
祭
に
出
演

キ
ッ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

Ｔ

Ｏ

Ｓ

Ｕ

発掘された遺物


